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研究成果の概要（和文）：　神戸大学医学部附属病院薬剤部では、統合型薬剤師研修システム（http://www.ipes.jp）
を構築し、「病院調剤を実践する」および「ベッドサイドで学ぶ」にまとめた。病院実務実習が指導薬剤師および実務
実習生ともに有意義なものになるよう、実務実習前に本研修システムを有効活用した。また、本システムの利用状況お
よび正解率を含む問題の評価を行い、病院実習前における習得度、知識定着の程度を把握した。実習中および実習履修
後にも継続して本システムの活用を推奨することで、知識定着の正確な把握および有意義な実務実習内容になるようフ
ィードバックが可能となる。

研究成果の概要（英文）：Development of the Interactive Pharmaceutical Education System with Heterogeneity 
and Individualization.
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１．研究開始当初の背景 
 薬学教育改革の最も大きな柱は、病院およ
び薬局における実務実習である。実務実習を
行う際、薬学生の資質は薬学共用試験（CBT : 
Computer Based Testing, OSCE : Objective 
Structured Clinical Examination）にて担保
されているものの、臨床現場の指導薬剤師か
ら見ると技能・態度はもちろん、知識レベル
でさえ十分とはいえない。 
 申請者は、これまでに医学部教授・附属病
院薬剤部長として薬学生の実習受入、大学院
生の長期臨床研修、あるいは医学部学生に対
する講義・実習指導など医療人教育に携わっ
てきた。また、平成 19 年度からは、保健学
科の学生に対して、特色 GP：｢多職種医療人
協働（IPW）教育の展開に関する取り組み｣、
医学科では特別教育研究経費：｢チーム医療
推進型協同教育体による次世代医療人の育
成｣に採択され貢献してきた。さらに、この
ような基盤に基づき医学科・保健学科・薬科
大学協同で真の意味でのチーム医療を実践
できる人材の教育を目指し初期体験臨床実
習なども行っており、医療人教育に関して大
きな教育成果を挙げている。 
 近年、医・歯・薬・看護等の医療系教育分
野において、各種の e ラーニングシステムの
開発が活発に行われている。それらは学習者
に対して明確な教育目標が設定されている
が、臨床現場の指導薬剤師からみると、学習
者に価値ある変化をもたらすような教育に
は至っていない。 
 そこで、これまでの単なる e ラーニングシ
ステムとは異なり「双方向コミュニケーショ
ン」「個別対応」「継続的なフォロー」すなわ
ち、コーチングの三原則を取り入れた web 研
修システムの開発を検討することとした。 
 
 
２．研究の目的 
本研修システムの第一義の目的は、実務経

験のない薬学部学生のために薬学部での教
育と現場教育の橋渡しとなることである。ま
た将来的には、薬剤師の自己研鑽のための効
果的な生涯学習用ツールとして機能するこ
とを視野に入れ開発を行う。そこで、我々は
既に作成中の研修システムに「学習者の異質
性の認識とそれに基づく個別対応」という計
量心理学における項目反応理論およびマー
ケティングサイエンスにおける Recency- 
Frequency (RF) 分析である統計科学の概念
を積極的に取り入れ、この解析を通じて、学
習者における満足度の総和の最大化を実現
するとともに、他の e ラーニングシステムと
の差別化を図ることとする。 

 
 

３．研究の方法 
（1）臨床現場で本当に必要な知識に関する
問題の作成 
 大学病院は最先端の医療を実践しており、

薬剤師は日々の業務の中で医薬品に関する
情報の収集・評価を実践しており、それらを
基に臨床現場で本当に必要な知識に関する
問題を作成することとする。これらの情報は、
薬剤師の経験および薬学専門性を活かして
差別化した一覧表に纏めることによって統
合し、それらを再分割し多くの問題を作成す
る方針で行う。一般名、商品名、用法用量か
らの出題を基本とし、例としては、小児に用
いることが多いドライシロップ剤を商品名、
一般名、濃度、1 回服用量（mL, g）、味、色
などに分類、一覧表を作成し、その中から味、
色を問うような問題、すなわち臨床現場の薬
剤師は経験的に覚えているレベル、実務に則
した問題を作成する。既に、当薬剤部セミナ
ーなどの自己研鑽により相当数の問題を準
備しており、研究協力者として、薬剤部薬品
情報室担当の薬剤師などを中心とした問題
作成評価ワーキンググループによって再評
価、Web システムの登録に適した形式にする。 
 
（2）個々の学習者に対応した適応型試験シ
ステムの確立 
 Web 研修システムの中核を担うのは、オン
ラインで実施されるテストである。学習者の
能力レベルは共用試験にて担保されている
とはいえ不足していることから、全ての学習
者に対して単純に同様の設問集合を与える
ことは効率的でない。学習者の能力を正確に
測定することを目的とした場合には、学習者
にとって難しすぎる設問や易しすぎる設問
を省き、各人のレベルに応じた適切な設問集
合を個別に与えることが望ましい。また、必
要数以上の設問に回答することは、学習者に
疲労とストレスをもたらし、本テストに対す
るネガティヴな評価へと繋がる恐れがある。
そのため、テストの精度を保ちながらも設問
数を最小限に抑える仕組みが必要である。 
 これらの課題を解決する手段として、統計
科学的方法論を積極的に活用し、ある種の双
方向コミュニケーションを仮定する。計量心
理学における項目反応理論の枠組みを適用
し、能力母数と項目母数を同時推定すること
により、受験集団やテスト項目に依存せず、
学習者の能力と設問の難易度を測定する。項
目反応理論はすでに、TOEIC や TOEFL をはじ
めとした多くの先進的な試験システムにも
導入されており、その応用により適応型試験
システムを実現させる。第一次のモニター試
験を実施して項目母数の推定を行い、統計的
性質を明らかにした項目のコレクションを
作成する。その後、受験者の能力レベルを逐
次推定しながら適切な設問を設問集合プー
ルから選択し、十分な精度で能力母数の推定
がなされた時点で終了するテストシステム
を構築する。 
 
（3）e ラーニングシステムから情報端末へ
の活用 
web研修システムをiPadなどの情報端末で



の有効活用を模索する。それによって、学習
者の利便性、汎用性を飛躍的に向上させ学習
者の便宜を図る。 
 
 

４．研究成果 
（1）実務実習生の資質は薬学共用試験にて
担保されているものの、指導する薬剤師から
見ると、技能・態度はもちろん知識レベルで
さえ十分とはいえない。最初に、薬学部での
教育内容と臨床現場の求める知識の差異を
正確に把握し、その橋渡しをすることを目標
として実習生自らが実習中に作成した問題
を用いて検討した。 
 第 1 期実習生 10 名には本研究の趣旨を十
分に説明した後、問題は CBT と同様に 5者択
一とし、実習最終週に実習で身に付いた知識
について各自5題程度を作成するよう指示し
た。それらを用いて第 1期、第 2期および第
3期実習生、計 30 名に対して実習最終週に試
験を行った。一方、薬剤部員は実習前に最低
限必要な知識に関する問題を作成し、それら
の質を向上させるため薬剤部内のワーキン
ググループでブラッシュアップした。 
 本研究の趣旨を理解し問題の作成に協力
した第 1期実習生は 9名であり、問題数は計
47 題となった。実習生が作成した問題は大学
では学習していない、あるいは理解できてい
ない知識を示しており、これらが現場との大
きな溝であることが明らかにした。例えば、
TPN 製剤や 2ポート製剤などの特徴、TZ、CKD
などの臨床現場においてよく用いられる略
語などの理解は十分ではなかった。また、よ
り専門的な医薬品の 用法用量や処方意図、
院内製剤に関する知識も不足していること
が明らかとなった。さらに、患者の症状に応
じた薬剤の用法用量および副作用などの理
解は不十分だった。 
 統合型 web 研修システムを立案し、「病院
調剤を実践する」および「ベッドサイドで学
ぶ」にまとめた。病院実務実習が指導薬剤師 
および実務実習生ともに有意義なものにな
るよう、来年度からは実務実習前に本研修シ
ステムを有効活用する。 
 
（2）近年、薬物療法は目覚ましい進歩を

遂げており、医療の現場で必要とされる知識
は日々増え続けている。当薬剤部では、それ
らの知識を網羅した統合型薬剤師研修シス
テム（http://www.ipes.jp）を構築し、実習
生の基礎知識向上のためにも活用している。
今回、本システムの利用状況および正解率を
含む問題の評価を行い、病院実習前における
習得度、知識定着の程度を把握した。 
実習前に最低限必要な知識や実習中に習

得すべき知識に関する 5者択一問題を 383題
作成し、部内のワーキンググループで評価し
た後、「病院調剤を実践する」、「ベッドサイ
ドで学ぶ」の 2つのカテゴリに分類した。10
問 1セットで出題され、10問中 8問以上正解

を計 3 回、かつ、合計 50 問以上正解すると
各カテゴリの修了証が発行できるようにし
た。各大学および実習生には、実習開始まで
に両カテゴリの履修修了を課すことを予め
周知し、各問題の解答時間、正解率、両カテ
ゴリを修了するまでに要した時間を本シス
テムから抽出、解析した。 
2013 年 3 月現在、薬学生の登録者 27 名の

うち 17 名が両カテゴリを修了、「病院調剤を
実践する」のカテゴリのみの修了が 2名であ
った。修了に要した時間は約 217 分、実施問
題数は平均 222 題であった。本システムはオ
ンデマンドに利用する形式であるため、書籍
やインターネットを参照しながら解答する
ことも可能であるが、正解率 30％以下の問題
が 47 題、全体の約 1 割であった。解答時間
が比較的長いにも関わらず正解率が低い問
題や、同じ問題が再度出題された際、解答ま
でに5分以上要しているにも関わらず不正解
の事例もあったことから、調べる技能が身に
ついていないことが推察された。今後は個別
の習得度を加味した問題の配信や新たなコ
ンテンツを作成していく予定である。 
 

（3）実習前と実習後半における正解率およ
び回答までに要した時間等を比較し、実務実
習で修得した学習内容を評価することとし
た。協力の得られた実習生 9名の実施問題数
は実習前後ともに 200 題を超え、正解率の平
均は実習前 67.9％から実習後半 71.6％とな
った。回答時間の平均は実習前 93.1 秒から
実習後半 45.1 秒と有意な減少(p<0.01)が認
められた。実習前は不正解であったが実習後
半には正解できた問題および実習前、実習後
半いずれも正解であり、回答時間が飛躍的に
短縮した問題の内容は、実務実習を通じて臨
床現場で必要とされる基礎知識として定着
していることが示唆された。  
一方、実習後半でも不正解であったセント

ラル業務および病棟業務の問題を解析した
結果、今年度、セントラル業務での実習時間
(調剤、管理、化療、DI、各 5コマ)を減らし、
病棟での実習を充実させた (20 コマ)ことが
大きく影響し、実習病棟による処方薬の相違
が深く関与していることが示唆された。 
登録問題383題の正解率および回答に要し

た時間を、薬学生と当薬剤部職員を含む病院
薬剤師で比較し、知識の定着が不十分な学習
項目を解析した。全登録問題のうち、病院薬
剤師の正解率が 80％以上と比較的高いにも
関わらず、薬学生の正解率が 80％未満の問題
は 140 題であった。これらの問題は薬剤の組
成や相互作用、薬物動態等、添付文書から正
解を導くことが十分可能であるが、薬学生の
平均回答時間が 10 分を超える場合もあり、
様々な書籍等を調べても正解できていない
ことが明らかとなった。 
以上の解析結果より、添付文書から得られ

る情報の評価を含め、総合的な技能を培うた
めの教育が必要であると結論される。 



 今後、本システム登録問題の充実化を図
るとともに、実習中および実習履修後にも継
続して本システムの活用を推奨することで、
知識定着の正確な把握および有意義な実務
実習内容になるようフィードバックが可能
となる。 
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